
地域資源開発部⻑ 坂⼝ 創作（⽩雪農園代表）

釜ヶ渕みらい協議会の取り組み
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⽴⼭町釜ヶ渕地区

• ⼈⼝：1,581名��農地：465ha�
• ⽴⼭連峰麓に広がる⽥園地帯�
• 富⼭市中⼼から30分

釡ヶ渕地区
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⽴ち上げの経緯：このままではという危機感

• ⼈⼝流出（定住⼈⼝減）�
• 農業者減少（耕作放棄地増加）�
• 就業基盤弱（農業＆他産業）�
• ⼩学校存続危機(学年10⼈以下)

3



農⽤地保全の契機：個⼈取組・最適⼟地利⽤対策から出発

• 2018年：耕作放棄地を再⽣して「⽩雪農園」を開業�
• 2019年：耕作放棄地管理でポニー導⼊し「⽩雪牧場」を開始�
• 2021年                                        
8⽉� クラファンで牧場施設整備�                       �                   
11⽉���地域の耕作放棄地を利活⽤する「最適⼟地利⽤対策」の地区会議�

• 2022年                                        
4⽉〜�「最適⼟地利⽤対策」で養蜂開始�＆放牧場＆ハーブ畑を整備                    
7⽉� 「最適⼟地利⽤対策」の地区会議を⺟体にして、農村RMO「釜ヶ渕みらい協議会」発⾜

個⼈の取組や「最適⼟地利⽤対策」がRMOの⼟台に
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農⽤地保全活動：多種多様な取り組み

稲作（⾃然栽培） 放牧（ポニー） 養蜂（蜜源植物）

住⺠農園（コミュニティガーデン） 市⺠農園（Commons⽴⼭) 林業（クリスマスツリー）
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農地保全活動の鍵
1. 経済性�
 経済性の喪失�→�耕作放棄。収⼊（⽣業化）を視野に構想�

2.�⼈を集める（担い⼿＆買い⼿）�
 ⼈の輪から活動とお⾦は⽣まれる。農地は粗放管理も、⼈集めはしっかり�

3.�新しい組み合わせと発想�
 農業だけでなく観光、娯楽、教育、福祉、商業、⽂化、伝統など様々な視点からアプローチ�

4.�低負荷・低コスト＝粗放管理�
 「最適⼟地利⽤対策」を徹底活⽤�

5.�おすすめは「⽶づくり」�
 再⽣⾯積の⼤きさ、経済性、⼈集め
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釜ヶ渕みらい協議会の組織
釜ヶ渕みらい協議会�

事務局

農地保全�
部会

地域資源開発�
部会

⽣活⽀援�
部会

• 若いメンバー�������：�事務局⻑・プロジェクトリーダーは40代�
• 多様な参加者 ����：�元々の住⺠・移住者・地域おこし・⼥性�
• プロジェクトリーダー制（⽴候補）：やる気ある⼈が実⾏役に

プロジェクトリーダー

7



釜ヶ渕RMO組織の鍵

1. 仕組：プロジェクト中⼼で運営                
プロジェクト⽴案・予算・実⾏を若⼿に任せる（×合議×集権）�

2.�プロジェクトリーダーの発掘・誘致・育成�
 �RMO（地域）に複数のリーダー候補を確保�

3.�チャレンジできる雰囲気づくり�
 まずはアイデア出し、お⼿本を⽰す、試⾏錯誤を許容
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参考資料
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集まる移住者・新規就農者

10



ARTによる農地再⽣（⽩雪牧場・⽴⼭農芸祭）
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⾃然栽培産地づくり�
(⽴⼭農学校)
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⽇本⼀駅近な市⺠農園「Commons�Tateyama」（移住・就農予備軍を集める）
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新たな⽣業をつくる（分散型ホテル構想）
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⼦どもを集める
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再⽣＝組み換え
百姓 ＝ 多様な営みとつながり�

新たな組合せと循環をつくり再⽣�

再⽣農業

林業

商業
観光

教育

福祉

地域

伝統
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